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■ 学年末の今の時間を有効に活用したい !

ろわずかにな平成 29年度 も残す とこ

って参 りました。

さて,2月 16日 (金)に実施 しました

本年度最後の参観 日には、ご多用な中に来

校いただきありがとうございました。ベルマーク集計、

授業参観や学級懇談会、食育講演会、給食試食会と大

変充実した一 日でした。その際に, 1月 に実施 した市

小中学校学力調査の結果をお返 ししました。その結果
をしっかりと親子で見て、子 どもさんの弱点を鍛える

ようにしてください。学校でも、残 りlヶ月でしつか

りと今の学年の復習をしていきます。

T2鷹報瑾力ξ:鮮)晰

邸の見学に行きましたc昔の

道具を見せて {)ら いながえ)、

説明をメモ した りしました。

昔の部屋も見せてもらい、今  量
の家との違いに驚いていまし

た。

■ 宮日ジュニア展表彰式
先月号で、1年生の橋野ゆうが

さんが特選を受賞 したことをお知

らせ しました。 2月 11日 が表彰

式で した。宮崎市宮 日会館であ り

ました。県内からたくさんの児童

生徒が集ま りました。ゆ うがさん

は、その中で、堂々と返事をして

受賞 しました。その作品が今回配付された「文集あおしお
94号 Jの表紙を飾 l,ま した。これからも素晴らしい絵を

描き続けてほしいです.

■ 瀬戸内佳津子先生ありがとうございました
養護教諭の岩下先生が、都井

小学校へ新採指導へ行かれる日

に、瀬戸内先生が後補充で、本

校の保健室に来てくださってい

ました。月に 1、 2日 でしたG

子 どもたちを大変可愛がつてく

ださいました。 2月 が最後でしたので、お別れの会を
しました。子どもたちは、寂しい気持ちで一杯のよう
でしたが、瀬戸内先生は、自宅が本城なので、また、
いつでも会える事が分かり、喜んでいました。

■ 本城つ子ふれあい集会 (2月 15日 )

11篠原保育同児 19イ,と 本城

児童 60名 とのも、れあい集会が

ありました。児童が話 し合って

決めた 3つのゲームを一緒に し

ました。 「じゃんけん列車J

I果物狩 りJ「だろまさんが転

んだJで したc大変楽 しいひと

ときで したc

■ 食育講演会 野田恭子先生 (2月 16日 )

都城東高校で教師として勤務されている野田恭子先
diが 家庭教育学級で食育講演に

来てくださいました.バランス

のよい食事がいかに大事かを話

してくださいました。

また、誕生 目などの記念 日に

同 じメニューの食事を毎年準備

して、家庭の味を体と,か に刻む

ことの大切さを話してくださいました。
■ 第 3回学校関係者評価委員会 (2月 22日 )

地域の評価委員 7名 をお迎え

し、学校からの 3名 の 10名 で

学校をよくするためにどうある
べきか話し合いました。来年度
から始まる海洋教育について、

高齢者とのふれあい等、多方面
からご意見をいただき、大変有

意義な時間でした。貴重なご意

見ありがとうございました。

■ ことわざ検定
今年のことわざ検定が終了しました。 6月 12日 か

ら2月 19日 までで、延600人 が受けに来てくれま
した。当初、ことわざを100句覚えてくれたら凄い

なと思つていました。すると、すぐに覚えてくれて、
結局 220句まで合格できた子どもには、四字熟語ま
で挑戦させました。特に頑張つた4名 を紹介します。

(立派でした!すばらしい!)
★5年松本裕翔さん ことわざ220句・四字熟語 120句

★2年山下力也さん ことわざ220句・四字熟語 72句
★5年中出多佳彦さんことわざ220句 。四字熟語 60句
★1年河野匠真さん ことわざ220句・四字熟語  6句
※ 力也さんは、49回受けに来てくれました |

■ 3月 04月 の主な行事 (予定)

【 3 月 】
2日 (金 )お別れ遠足,弁 当の日
8日 (木 )13日 (火 )司 5日 (木 )6年生とのふれあい給食
23日 (金)卒業式    26日 (月 )修 了式
30日 (金 )離任式予定
※学年末休業・春季休業 27日 (火 )～ 4月 5日 (木 )

【 4月 】
6日 (金 )30年度始業式・新任式
11日 (水)入学式  ※9日 (月 )串間中入学式
16日 (月 )1年生給食開始
17日 (火)全国学力調査(6年 )

18日 (水 )交通教室
19日 (木 )振替休業日(21日 分)

21日 (土 )参観日・PttA総会
23日 (月 )24日 (火 )25日 (水 )26日 (木 )家庭訪問
25日 (水)バースデー給食
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